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◇
実

施
日

；
２

０
１

９
年

０
３

月
３

１
日

 
(
日

)
 
 

晴
 

◇
参

加
者

；
沖

﨑
吉

信
、

生
熊

敏
男

、
児

嶋
道

夫
、

梶
野

照
雄

。
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
計

４
名

。
 

 

 
 

 
 

 

池
原

公
園

・
桜

は
略

満
開

 
 

 
 

林
道

の
工

事
案

内
 

 
 

落
石

を
除

け
な

が
ら

 

 

◎
 

持
込

み
品

 

 
 

薪
１

０
束

。
 

 
 

カ
セ

ッ
ト

ボ
ン

ベ
３

本
。

 

 
 

水
槽

の
蓋

（
平

治
用

）
。

 

◎
 

作
業

内
容

 

 
 

水
場

の
倒

木
処

理
。

 

 
 

林
道

三
差

路
に

道
標

設
置

(
英

字
併

記
)
。

 

 
 

ス
ト

ー
ブ

の
点

検
・

整
備

。
 

 
 

水
槽

の
栓

設
置

（
２

ヶ
所

）
。

 

 
 

正
月

飾
り

の
撤

去
。

 

 
 

水
採

取
（

２
０

リ
ッ

タ
ー

。
）

 

 
 

志
納

金
回

収
（

1
7
,
0
0
0
円

）
。

 

 
 

林
道

落
石

撤
去

（
約

１
５

ヶ
所

）
。

 

 
 

宿
内

と
お

堂
の

清
掃

・
整

備
、

不
用

品
持

ち
帰

り
。

 

 
 

村
吉

氏
整

備
中

の
奥

駈
道

点
検

視
察

。
 

 
 

 
 

 

持
経

宿
到

着
 

 
 

 
 

 
玄

関
脇

の
薪

整
理

 
 

 
 

英
語

表
記

の
標

識
追

加
 

 昨
年

暮
れ

の
１

２
月

１
５

日
以

来
の

持
経

宿
で

あ
る

。
こ

の
日

の
行

事
は

案
内

外
で

あ
る

が
、

４
月

に
２

回
の

持
経

宿
行

き
の

計
画

が
あ

っ
て

、
林

道

の
状

態
が

大
変

気
に

な
っ

て
い

た
。

事
前

の
村

吉
氏

の
情

報
で

、
ゲ

ー
ト

先

の
ダ

ー
ト

は
か

な
り

荒
れ

て
い

る
。

又
、

林
道

入
口

の
導

水
管

工
事

も
あ

っ

て
、
沖

﨑
さ

ん
の

デ
リ

カ
が

通
過

で
き

る
か

ど
う

か
微

妙
で

あ
る

と
の

話
で

、

梶
野

君
の

軽
な

ら
何

と
か

な
る

だ
ろ

う
と

声
を

か
け

、
生

熊
さ

ん
、

児
嶋

さ

ん
に

も
同

行
を

願
い

決
行

し
た

。
 

当
日

朝
９

時
、

池
郷

林
道

入
口

で
合

流
し

沖
﨑

・
梶

野
氏

の
２

車
で

乗
り

入
れ

た
。

導
水

管
工

事
の

現
場

は
林

道
に

入
っ

て
直

ぐ
で

、
橋

手
前

の
祠

近

く
ま

で
掘

り
返

し
た

跡
が

あ
る

も
、
ス

ム
ー

ズ
走

行
で

何
ら

支
障

な
く

通
過

で
き

た
。

そ
の

先
の

林
道

の
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
に

は
、

小
石

の
落

石
が

多

く
、

先
日

村
吉

氏
も

こ
の

あ
た

り
で

パ
ン

ク
し

た
よ

う
だ

。
事

前
に

ス
ペ

ア
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タ
イ

ヤ
２

本
用

意
が

ベ
タ

ー
と

の
話

も
あ

っ
た

。
 

い
よ

い
よ

ゲ
ー

ト
先

へ
乗

り
入

れ
る

。
持

経
宿

ま
で

の
間

に
先

行
車

助
手

席
の

生
熊

さ
ん

は
、

１
０

回
以

上
降

り
て

落
石

を
除

け
て

く
れ

る
。

大
規

模

な
崩

れ
や

大
き

な
落

石
も

無
く

、
持

参
の

ス
コ

ッ
プ

、
ジ

ョ
レ

ン
、
バ

ー
ル

、

熊
手

、
大

ハ
ン

マ
ー

な
ど

の
七

つ
道

具
を

使
用

す
る

事
も

無
く

、
手

作
業

の

み
で

通
過

で
き

た
。

こ
の

時
期

の
池

郷
林

道
と

し
て

は
こ

ん
な

も
ん

か
、

一

時
間

で
持

経
宿

に
着

い
た

。
 

早
速

作
業

に
着

手
、

児
嶋

さ
ん

は
ス

ト
ー

ブ
の

点
検

・
整

備
、

生
熊

さ
ん

は
薪

の
整

理
と

水
槽

の
栓

止
め

、
沖

﨑
は

薪
整

理
及

び
室

内
と

お
堂

清
掃

整

理
・

志
納

金
回

収
、

梶
野

君
は

水
場

の
倒

木
処

理
へ

。
 

 
 

 
 

 

泥
が

詰
ま

っ
て

い
た

 
 

掃
除

後
一

気
に

水
が

出
る

 
 

小
切

っ
た

木
を

道
路

脇
へ

 

 生
熊

、
沖

﨑
の

２
人

は
、

4
0
～

5
0
分

で
右

作
業

を
終

え
水

場
へ

向
か

う
。

採
取

口
の

す
ぐ

右
に

昨
年

の
台

風
で

栂
系

の
大

木
が

倒
れ

道
を

塞
い

で
 

い
た

が
、
森

林
管

理
局

が
通

行
可

能
な

よ
う

に
両

端
を

残
し

て
切

っ
て

く
れ

て
い

る
。
梶

野
君

は
、
こ

の
ま

ま
放

置
し

て
は

も
っ

た
い

な
い

と
薪

材
に

と

切
っ

て
い

た
が

、
我

々
２

人
が

到
着

時
に

は
チ

ェ
ー

ン
ソ

ー
が

挟
ま

れ
て

抜

け
な

い
状

態
に

な
っ

て
い

た
。
９

割
が

た
切

れ
込

み
を

入
れ

て
お

り
、
も

う

少
し

の
と

こ
ろ

で
あ

る
。

 

沖
﨑

が
下

か
ら

鋸
を

入
れ

た
ら

す
ぐ

に
切

断
で

き
、

木
と

チ
ェ

ー
ン

ソ
ー

は
下

に
落

ち
た

。
現

場
は

斜
面

で
足

元
が

不
安

定
な

上
に

木
が

太
い

（
直

径

3
5
㎝

ほ
ど

）
一

瞬
ヒ

ヤ
ッ

と
し

た
。

落
と

し
た

木
を

小
切

っ
て

道
路

脇
に

積

ん
だ

時
点

で
お

昼
に

な
り

小
屋

へ
戻

る
。

 

児
嶋

さ
ん

は
室

内
を

箒
が

け
で

き
れ

い
に

し
て

く
れ

て
い

た
。

 

昼
食

も
そ

こ
そ

こ
に

生
熊

、
梶

野
は

水
場

へ
。

沖
﨑

、
児

嶋
は

三
差

路
に

道
標

設
置

後
水

場
へ

行
く

。
我

々
が

水
場

に
着

く
と

、
道

路
脇

の
２

ｍ
下

に

落
ち

た
長

さ
1
.
5
m
太

さ
3
0
㎝

位
の

木
を

手
動

ウ
イ

ン
チ

に
て

引
き

上
げ

中
で

、

苦
戦

し
て

い
た

。
４

人
が

か
り

で
何

と
か

引
き

上
げ

る
こ

と
が

で
き

、
4
0
㎝

位
に

小
切

っ
て

道
路

脇
へ

。
斜

面
に

残
っ

て
い

る
木

と
道

路
下

に
落

ち
て

い

る
木

が
２

本
。

水
場

の
谷

上
部

に
あ

る
木

が
一

本
な

ど
、

薪
材

は
か

な
り

残

っ
て

い
る

が
、

こ
れ

ら
を

回
収

し
薪

材
加

工
は

危
険

を
伴

う
の

で
慎

重
な

作

業
が

必
要

だ
。

チ
ェ

ー
ン

ソ
ー

の
燃

料
が

無
く

な
っ

た
の

で
午

後
１

時
半

過

ぎ
に

作
業

を
終

え
た

。
 

帰
り

道
、
林

道
三

叉
路

に
車

を
止

め
て

、
村

吉
さ

ん
が

補
修

中
の

現
場

(
千

年
桧

を
通

り
過

ぎ
た

細
い

尾
根

鞍
部

付
近

)
を

視
察

に
向

か
っ

た
。

い
つ

も

乗
り

越
え

る
の

に
苦

労
し

て
い

た
太

い
根

が
砂

利
で

覆
わ

れ
て

、
段

差
が

ほ

ぼ
解

消
し

て
い

た
。

 

 
 

 
 

 

奥
駈

道
・

補
修

現
場

の
状

況
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●
昨

日
と

今
日

の
２

日
間

は
、

下
北

山
村

の
さ

く
ら

祭
り

、
桜

は
ほ

ぼ
満

開
で

し
た

 

●
今

日
の

強
風

と
寒

さ
は

尋
常

で
は

な
か

っ
た

。
鳥

海
山

ほ
ど

で
は

無
か

っ
た

が
非

常
に

厳
し

い
一

日
で

し
た

。
生

熊
・

梶
野

が
倒

木
処

理
、

沖
﨑

・

児
嶋

が
平

治
宿

へ
行

く
予

定
だ

っ
た

が
、

山
彦

軽
ブ

ル
ゾ

ン
着

用
の

み
で

、

冬
対

策
を

し
て

こ
な

か
っ

た
の

で
平

治
宿

行
き

を
断

念
し

た
。
こ

の
時

期
で

も
山

を
！

 
大

峰
を

な
め

た
ら

い
か

ん
ぜ

よ
！

を
認

識
し

た
。

 

●
翌

４
月

１
日

朝
８

時
頃

、
奈

良
県

警
か

ら
電

話
が

入
る

。
昨

日
奥

駈
道

を
歩

き
本

宮
へ

下
山

し
新

宮
の

ホ
テ

ル
を

予
約

し
て

い
る

フ
ラ

ン
ス

人
が

到
着

し
な

い
、

と
ホ

テ
ル

か
ら

夜
遅

く
警

察
に

電
話

が
あ

っ
て

「
何

か
情

報

は
無

い
か

？
」

と
の

こ
と

だ
っ

た
。

先
日

フ
ェ

イ
ス

ブ
ッ

ク
に

横
書

き
の

メ

ッ
セ

ー
ジ

が
あ

っ
た

が
、
こ

れ
は

イ
タ

リ
ア

人
女

性
の

グ
ル

ー
プ

で
関

係
は

無
か

っ
た

。
 

夕
方

、
再

度
県

警
か

ら
電

話
が

あ
り

、
無

事
に

下
山

し
て

別
の

宿
泊

施
設

に
入

っ
て

新
宮

の
ホ

テ
ル

に
は

連
絡

し
な

か
っ

た
と

の
こ

と
。
こ

ん
な

事
が

増
え

て
く

る
の

か
と

心
配

だ
。

 

    

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

上
池

原
・

林
道

入
口

0
9
:
1
2
→

1
0
:
1
5
持

経
宿

1
4
:
0
0
→

1
5
:
2
0
上

池
原

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(
記

；
沖

﨑
、

写
真

；
梶

野
)
 

    


